





てるために，学習対象を「生命とその環境 「物質とエネルギー 「地球と宇宙」の三つに区分し，それぞ」 」
れ自然事象のバランスやつながりを考えて設定してきている。そして，子どもたちがこれらの学習対象に
連続的にかかわり，科学的な見方や考え方を高めていけるように，子どもの学びを見取る観点を「科学的
」 ， 。 ， ，な見方・考え方につながる考え として 図１のように設定した また 学習対象のつながりについては
「身近な自然から広げていく 「具体からより抽象へ深める 「操作の発達をふまえる」の三つを基本とし」 」
ている。
単元の開発に際しては 「学びをひらく 「科学概念を構築する」といった言葉をキーワードとし，子ど， 」
もの学びの文脈に即した学習過程の開発を試み，実践的に検討してきた。学びの過程において，教師は常
に子どもの学びの文脈に即した適切な指導を行っていく必要がある。また，同時に教師は，子どもの学び

















（ ）。「 」 ，ってきた 図２ 培いたい力 とは
図１に示すように 「発達段階に即して，
子どもが自然事象に働きかける視点で




因果関係を捉える力 」や 「条件を統」） ，
















































。 ， ，科部が考える問題解決の過程に即して考えてみたい 子どもは まずはじめに自然の事物・現象と出会い
自分が持っている見方や考え方と照らし合わせて矛盾や不足を感じ なぜだろう 調べてみたい と 関，「 」「 」 「
心・意欲・態度」を示す（態度 。次に 「おそらくこうだからではないか 「このようにすれば，調べる） ， 」
ことができそうだ」などと「科学的思考」を働かせ 「これを使って調べよう 「こんな結果が出た」とい， 」
うように「実験・観察の技能・表現」を用いて，追究していく（能力 。そしてその結果 「自然のしくみ） ，
がわかった」という「知識・理解」に至る（知識・理解 。すると，さらに「今度はあれも調べてみよう」）























































み重ねは 確かな学力の形成に大いに寄与することであろう 理科授業において 問題解決を通しての 学， 。 ， 「
び」と「教え」の姿が表裏一体となるとき，子どもの科学概念は効果的に構築されていくのである。
（ ）寺倉邦明・樋口剛史
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